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(57)【要約】
　デバイスは、大動脈管に挿入されたトロカールに係合
されるように設計された円筒形状からほぼなる本体(1)
を備える。前記本体(1)は、トロカールの外部からアク
セス可能なその端部の一方に操縦デバイス(2)を有し、
操縦デバイス(2)は、本体(1)の他方の端部にて測定手段
(3)に連結され、測定手段(3)は、大動脈弁の壁部と接触
状態にするために、前記操縦デバイス(2)に対する作用
の影響で直径方向に展開することができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　大動脈弁の直径を測定するための測定デバイスであって、前記測定デバイスが、大動脈
管に挿入されたトロカール内に係合されるように設計されたほぼ円筒形状の本体(1)を備
え、前記本体(1)が、前記トロカールの外部からアクセス可能な前記本体(1)の端部の一方
に操縦デバイス(2)を有し、前記操縦デバイス(2)は、前記本体(1)の他方の端部にある測
定手段に連結されており、前記測定手段は、前記操縦デバイス(2)により操作される回転
シャフト(4)及び前記シャフト(4)と同心状に配置される前記本体の固定部分(1c)に繋げて
取り付けられた可撓性のあるリボン(3)から構成されており、前記リボン(3)は、前記操縦
デバイスに対する作用の影響によって前記固定部分(1c)から展開されて、前記大動脈弁の
壁部と接触状態になって回転が不可能になるまで前記リボンの直径が増大し、前記弁の直
径に対応する抵抗が発生することを特徴とする、測定デバイス。
【請求項２】
　前記リボンの一方の端部が、回転シャフト(4)を有するスロット内に装着され、それに
より、前記回転シャフトに巻き付けられると共に前記本体の前記固定部分(1c)の開口を通
って延在しており、それにより、前記回転シャフト(4)に巻き付けられることによって前
記他方の端部にて前記固定部分(1c)の外部に装着されるようになっており、前記リボンの
非展開位置に相当することを特徴とする、請求項1に記載のデバイス。
【請求項３】
　前記本体の固定部分(1c)は、ステータとしての役割を果たす円形軸受表面により構成さ
れ、前記軸受表面は、前記リボン(3)を案内するための横ショルダ(1b)を有することを特
徴とする、請求項2に記載のデバイス。
【請求項４】
　前記操縦デバイス(2)は、前記リボン(3)の固定された巻取り部分の反対側の前記本体(1
)の端部に取り付けられた回転ノブであることを特徴とする、請求項1に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記ノブ(2)は、前記本体(1)の内部に回転自在に取り付けられ、前記本体内で並進移動
方向にロックされた前記巻取りシャフト(4)に結合されることを特徴とする、請求項4に記
載のデバイス。
【請求項６】
　前記リボンの展開に対応して測定された直径の視覚的示唆手段を有することを特徴とす
る、請求項1から5のいずれか一項に記載のデバイス。
【請求項７】
　前記視覚的示唆手段は、内視鏡により読み取られるように前記リボン上に配置されるこ
とを特徴とする、請求項6に記載のデバイス。
【請求項８】
　前記視覚的示唆手段は、前記本体上の前記操縦デバイスに配置された目盛りにより構成
されることを特徴とする、請求項6に記載のデバイス。
【請求項９】
　前記目盛りは、前記操縦デバイスを備える窓と位置合わせ状態になされることを特徴と
する、請求項8に記載のデバイス。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、大動脈弁の直径を測定するための医療分野において、有利には内視鏡手術の
分野において適用可能な測定デバイスの技術部門に関する。
【背景技術】
【０００２】
　大動脈弁は、左心室の出口にて大動脈の起始部に位置し、心臓の各心拍時に開く。様々
な医療的理由から、例えばより堅く、石灰化し、収縮した状態に徐々になり得る大動脈弁
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を置換することが時として必要となる。これは、人工弁により置換される。
【０００３】
　当然ながら、大動脈弁の直径は、各個人で異なる。換言すれば、大動脈弁は、置換すべ
き弁と一致する直径を有する人工弁によって置換され得る。このため、大動脈環に適合す
る的確なサイズの弁を選択するために開口部の直径を正確に測定することが特に重要とな
る。
【０００４】
　弁の直径を測定するために使用される現行のデバイスは、剛性であり、したがって縮小
が不可能である。一般的には、外科医が、切開を実施し、置換すべき大動脈弁の除去後に
放射線測定を行う。しかし、予測が完全に不可能な大動脈環の弾性などの機械的要素が存
在するため、環状脱灰による外科的処置によって機械的較正を実施することが必須となる
。
【０００５】
　したがって、現行で利用される測定技術では、例えばこのタイプの手術にて現行で使用
されるトロカールの直径が約18～20mmであることを考慮すると、低侵襲手術の実施が不可
能となる。しかし、大動脈弁の直径は、20～40mmの間で変動し得ることが明らかである。
このため、実際には最大でも20mmであるトロカールに40mmの測定ゲージを通すことが不可
能となる。
【０００６】
　1つの解決策が、米国特許出願公開第2010/0249661号の文献に示される情報に記載され
おり、同文献は、外科医が壁部と接触状態にあることを確認するのを可能にする抵抗を与
える形状記憶リボンの展開の影響で、弁の直径を測定するデバイスを説明している。換言
すれば、この抵抗を制御するのは外科医ではない。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】米国特許出願公開第2010/0249661号
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　本発明の目的は、確実、単純、効率的、および合理的な方法でこれらの欠点を解消する
ことである。
【０００９】
　本発明が解決しようとする課題は、理想的には例えば、外科医がある抵抗に直面したと
感じた場合に弁の直径に応じて自身で測定を制御し得るように、当業者が熟知しているタ
イプのトロカールなどを使用して、可能な限り最小の穴に通過させることにより大動脈弁
の直径を測定することが可能となることである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　このような課題を解決するために、大動脈弁直径測定デバイスが設計されて開発されて
おり、このデバイスは、大動脈管に挿入されたトロカール内に係合されるように設計され
たほぼ円筒形状の本体を備え、前記本体が、トロカールの外部からアクセス可能な本体の
端部の一方に操縦デバイスを有し、操縦デバイスが、本体の他方の端部にて測定手段に連
結され、測定手段が、操縦デバイスにより操作される回転シャフトおよび前記シャフトと
同心状に配置される本体の固定部分に繋げて取り付けられた可撓性リボンから構成され、
前記リボンが、操縦デバイスに対する作用の影響によって固定部分から展開されて、大動
脈弁の壁部と接触状態になって回転が不可能になるまでリボンの直径が増大し、弁の直径
に対応する抵抗が発生する。
【００１１】
　これらの特徴により、本体は、測定手段が非展開状態にある場合には、トロカール内に
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係合され得ることとなり、本体が大動脈管の内部に置かれると、40mmの範囲内の最大直径
を有し得る大動脈環の内径に当接するまで前記測定手段の組み合わされた直径方向展開を
引き起こすために、単に操縦デバイスを調節することが必要となる。
【００１２】
　したがって、20mmから40mmへと漸進的に拡張させることが可能となる。
【００１３】
　重要な点としては、外科医が、所望の測定値に対応して抵抗に達したことを判定すると
いう点である。
【００１４】
　一実施形態では、リボンの一方の端部は、回転シャフトを有するスロット内に装着され
、回転シャフトに巻き付けられると共に本体の固定部分の開口を通って延在しており、そ
れにより、回転シャフトに巻き付けられることによって他方の端部にて固定部分の外部に
装着されるようになっており、リボンの非展開位置に相当する。
【００１５】
　リボンのこの非展開位置では、リボンは、本体の固定部分の内部の回転シャフトの対応
する部分の周囲にらせん状に巻き付けられる。
【００１６】
　別の特徴によれば、本体の固定部分は、ステータとしての役割を果たす円形軸受表面を
備え、かかる軸受表面は、各端部にリボンを案内するための横ショルダを有する。
【００１７】
　一方向にリボンを展開し、他方向にリボンを巻き戻すためにシャフトを回転駆動させる
ことを可能にする課題を解決するために、操縦デバイスは、リボン巻取り固定部分の反対
側の端部の本体の端部に取り付けられた回転ノブを有する。巻取りシャフトは、本体内部
で回転自在になるように組み付けられ、前記本体内で並進移動方向にロックされる。
【００１８】
　外科医が大動脈弁の測定直径を即座に認識するのを可能にするという課せられた課題を
解決するために、デバイスは、リボンの展開に対応して測定された直径の視覚的示唆手段
を有する。
【００１９】
　一実施形態では、視覚的示唆手段は、内視鏡により読み取られるようにリボン上に配置
される。
【００２０】
　別の実施形態では、視覚的示唆手段は、操縦デバイスの本体上に作製された目盛りを備
える。この目盛りは、操縦デバイスの窓と位置合わせされる。
【００２１】
　本発明は、添付の図面中の図にさらに詳細に示される。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】トロカールへのバイスの挿通に対応する測定リボンの非展開位置における斜視図
である。
【図２】図1に示す位置に対応する非展開位置にて示された、リボンがそこから展開され
ることとなる固定部分における考察される本体の一方の端部の斜視図である。
【図３】操縦ノブにおける考察されるデバイスの本体の端部の部分斜視図である。
【図４】測定リボンが展開位置にある状態の、図1に対応する斜視図である。
【図５】大動脈弁の直径を測定するために展開位置にあるリボンを示す、図2に対応する
斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　より具体的には図1および図4に示すように、デバイスは、大動脈管内に挿入されるよう
に意図されたトロカールに通して係合されることとなるほぼ円筒形状の本体(1)を備える
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。例えば、本体(1)は、現行で使用されるトロカールの直径と一致する約18mmの直径を有
する。本体(1)は、トロカールの外部からアクセス可能な端部の一方に操縦デバイス(2)を
有する。
【００２４】
　本説明に続いて示されるように、このデバイス(2)は、回転ノブから構成される。本体(
1)は、操縦デバイス(2)の反対側の端部にて、操縦デバイス(2)に適用される作用の影響で
直径方向に展開するのに適した測定手段(3)を有する。
【００２５】
　測定手段(3)は、操縦デバイス(2)により操作される回転シャフト(4)と繋げて取り付け
られている一方で、前記シャフト(4)に対して同心状に配置された本体の固定部分(1c)と
繋げて取り付けられている可撓性リボンである。リボン(3)は、本体の固定部分(1c)から
直線状に展開される。
【００２６】
　図2および図5に示すように、リボン(3)の一方の端部は、例えば回転シャフト(4)のスロ
ット内に装着されて、その回転シャフト(4)にらせん状に巻き付き、本体の固定部分(1c)
の開口(1c1)を貫通して延在する。
【００２７】
　リボンの他方の端部は、リボンが非展開位置にある状態で巻き付くのに適するように、
固定部分(1c)の外部に装着される。
【００２８】
　本体の固定部分(1c)は、リボン(3)のステータとしての役割を果たす円形軸受表面から
なる。この軸受表面は、両端部に、回転駆動シャフト(4)の回転方向に応じてリボンが延
ばされるまたは巻き込まれる場合にリボンを漸進的に案内するための横ショルダ(1b)を有
する。
【００２９】
　一実施形態では、操縦デバイス(2)は、任意の既知のまたは適切な手段を使用して回転
駆動シャフト(4)に固定的に結合された回転ノブを有する。したがって、この回転ノブ(2)
は、測定リボン(3)へと巻くために、ステータの反対側の本体の端部に取り付けられる。
シャフト(4)は、本体(1)の内部に回転自在に取り付けられる一方で、任意の既知のおよび
適切な手段により並進移動しないように阻止される。本体(1)の、特に操縦デバイス(2)と
測定リボン(3)との間に位置する固定部分(1a)の長さは、測定リボン(3)が大動脈環内に係
合されるという目的により、トロカールの長さに応じて決定される。
【００３０】
　別の特徴によれば、デバイスは、前記リボンの展開に応じてリボンにより測定される直
径の視覚的示唆手段を有する。例えば、これらの視覚的示唆手段は、内視鏡によって読み
取られるようにリボンに配置されるか、または別の実施形態では、視覚的示唆手段は、本
体(1)上の操縦デバイス(2)における目盛り(2a)から構成される。後者の場合には、この目
盛りは、操縦デバイスの窓に対応するようになされ得る(図3)。
【００３１】
　本発明のこれらの特徴により、デバイスの使用は、特に単純、確実、および効率的なも
のとなる。
【００３２】
　デバイスは、トロカール(図示せず)に通して大動脈管に挿入される。リボン(3)を備え
るデバイスの測定手段は、置換すべき大動脈弁に配置される。次いで、外科医は、回転に
よりリボン(3)を延在させるシャフト(4)を調節することが可能となる。外科医は、操縦ノ
ブ(2)を回転させて、リボン(3)が大動脈弁の壁部と接触状態になるまでリボン(3)の直径
を増大させる。回転がもはや不可能となり、結果として抵抗に直面し次第、弁の直径が判
定される。次いで、外科医は、以前に示唆された目盛りを読み取ることが可能となる。し
たがって、測定リボン(3)は、リボンがシャフト(4)およびステータ(1c)の周囲に完全に巻
き付けられた位置である18mmの直径から例えば40mmの最大直径(図5)へと漸進的に拡張す
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【００３３】
　デバイスの本体は、単一目的のまたは再利用可能なユニットになるように様々な材料か
ら作製され得る。同様に、デバイスの本体は、より容易な取り扱いが可能になるように可
撓性または剛性であることが可能である。リボンに関する限りは、非エラストマー可撓性
フィルムから作製される。例えば、リボンはPTFEから作製される。
【００３４】
　特に、置換すべき大動脈弁の直径を測定するためにトロカールおよびしたがって低侵襲
外科技術を使用できること、すなわち内視鏡手術の分野における有利な適用の可能性に関
して基底をなすおよび暗示を与える利点が、本説明から極めて明白である。
【符号の説明】
【００３５】
　　1　本体
　　1a　固定部分
　　1b　横ショルダ
　　1c　固定部分
　　1c1　開口
　　2　操縦デバイス、回転ノブ
　　2a　目盛り
　　3　測定手段、リボン、測定リボン
　　4　回転シャフト

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【国際調査報告】
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摘要(译)

该装置包括主体（1），主体（1）基本上由圆柱形形状组成，该圆柱形
形状设计成与插入主动脉管中的套管针接合。 主体（1）在其一端可以
从套管针的外部进入，并具有转向装置（2），而在主体（1）另一端的
转向装置（2）是测量装置（ 联接至3），测量装置（3）可在作用于所
述转向装置（2）的作用下沿直径方向展开，以便与主动脉瓣壁接触。
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